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ア
ル
ミ
缶
と
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
車
イ
ス
を
贈
ろ

う
・
・
・ 

　
嘉
数
小
六
年
二
組
、
三
十
八
名
の
生
徒
が
卒
業

ま
で
に
実
現
し
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
。
き
っ
か

け
は
生
徒
の
母
親
が
読
み
聞
か
せ
た
一
冊
の
絵
本

だ
っ
た
。
題
名
は
「
小
さ
な
学
校
の
大
き
な
思
い

や
り
」
。
主
人
公
さ
と
し
の
妹
の
為
に
家
族
や
地

域
で
協
力
し
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
る
と
い
う
話
し
で

あ
る
。
そ
れ
に
感
動
し
た
六
年
二
組
の
生
徒
が
学

級
会
で
知
恵
を
出
し
合
い
役
割
分
担
を
決
め
、
全

校
生
徒
一
〇
〇
〇
人
と
大
人
の
意
識
を
変
え
た
。

保
護
者
も
「
嘉
数
っ
子
・
夢
の
輪
活
動
母
の
会
」

を
立
ち
上
げ
、
毎
週
金
曜
に
正
門
で
ア
ル
ミ
缶
を

集
め
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。 

　
今
回
、
生
徒
の
プ
ル
タ
ブ
集
め
に
参
加
し
た
。

各
教
室
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

プ
ル
タ
ブ
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
木
曜
の
休
憩
時

間
に
六
年
二
組
の
生
徒
が
回
収
し
て
お
り
、
そ
の

重
量
は
二
〇
kg
に
も
な
る
。
「
今
年
中
に
集
め
た

い
ん
だ
。
車
イ
ス
を
贈
る
人
も
探
さ
な
い
と
い
け

な
い
し
。
二
〇
kg
じ
ゃ
間
に
合
わ
な
い
か
ら
、
ス

ー
パ
ー
と
か
に
も
お
願
い
し
に
行
く
と
思
う
」
と

あ
る
生
徒
が
話
し
て
く
れ
た
。 

　
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
に
な
る
空
き
缶
も
、
人
の
役
に

立
つ
も
の
に
変
身
し
、
環
境
の
配
慮
に
も
つ
な
が

る
ば
か
り
で
な
く
、
培
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

は
子
ど
も
達
の
今
後
の
人
生
へ
の
大
き
な
自
信
に

な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
私
も
お
土
産
に
と
ゴ
ミ
袋
い

っ
ぱ
い
の
空
き
缶
か
ら
取
れ
た
一
六
七
個
の
プ
ル

タ
ブ
を
生
徒
に
渡
し
た
。
お
礼
の
言
葉
が
教
室
中

に
響
き
渡
り
、
私
の
心
は
大
き
く
動
か
さ
れ
た
。 

　
現
在
の
総
重
量
は
三
〇
〇
kg
に
も
な
る
。
し
か

し
ア
ル
ミ
製
車
イ
ス
一
台
（
六
、
七
万
円
相
当
）

と
交
換
す
る
に
は
あ
と
五
〇
〇
kg
が
必
要
だ
。
校

長
室
で
プ
ル
タ
ブ
の
重
さ
を
量
る
と
一
個
〇
・
三

ｇ
。
「
八
〇
〇
kg
と
な
る
と
二
四
〇
万
個
の
プ
ル

タ
ブ
が
必
要
。
大
変
だ
が
夢
中
に
な
っ
て
一
つ
の

目
標
に
向
か
う
こ
と
が
大
事
」
と
佐
久
川
校
長
。 

　
宜
野
湾
市
民
の
皆
さ
ん
、
嘉
数
小
に
空
き
缶
を

下
さ
い
。
ア
ル
ミ
缶
の
み
、
プ
ル
タ
ブ
の
み
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
大
量
の
場
合
は
母
の
会
が
回
収
に

伺
い
ま
す
。
是
非
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

嘉
数
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一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
、
沖

縄
県
令
（
県
知
事
）
の
上
杉
茂
憲
が
、

県
内
の
巡
回
視
察
を
行
い
、
同
年
十

一
月
に
は
宜
野
湾
間
切（
今
の
市
町
村
）

を
視
察
し
ま
し
た
。
西
原
を
出
発
し

た
県
令
一
行
は
、
我
如
古
か
ら
志
真

志
川
を
渡
り
、
屋
根
に
葺
く
茅
が
植

え
ら
れ
た
所
や
水
田
な
ど
の
風
景
を

眺
め
な
が
ら
、
宜
野
湾
に
あ
る
中
頭

役
所
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
 

　
中
頭
役
所
は
、
美
里
間
切
（
今
の

沖
縄
市
）
か
ら
宜
野
湾
間
切
番
所
（
役

所
）
に
移
転
し
た
県
の
支
庁
で
、
宜

野
湾
並
松
の
側
に
あ
り
ま
し
た
。
庭

に
は
み
か
ん
の
木
や
ソ
テ
ツ
、
芭
蕉
、

仏
桑
華
が
咲
い
て
お
り
、
上
杉
は
そ

こ
で
地
元
役
人
か
ら
人
び
と
の
生
活

状
況
を
尋
ね
ま
し
た
。
 

　
翌
日
に
は
、
普
天
間
の
中
頭
小
学

校
と
普
天
間
権
現
を
訪
れ
、
教
育
状

況
や
普
天
間
権
現
内
の
洞
窟
を
視
察

し
た
後
に
、
野
嵩
か
ら
中
城
へ
向
い

ま
し
た
。
 

　
琉
球
王
府
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

変
わ
っ
て
間
も
な
い
頃
、
沖
縄
の
行

政
や
教
育
な
ど
が
近
代
化
し
始
め
る

と
共
に
、
宜
野
湾
も
中
頭
の
中
心
地

と
な
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
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嘉
数
小
六
年
二
組
の
力 

我如古の上之川橋(石橋)。今では志真志川の 
様子もすっかり変わりました。 

宜野湾並松 
(普天間・大正期末)

「
宜
野
湾
市
史
」
へ
の
問
い
合
せ
 

　
　
　
教
育
委
員
会
文
化
課
 

　
　
　
1

八
九
三
―
四
四
三
一
 


